
 

 

  

 

 

 

 

金杉台中学校の御滝中学校との統合に向け、本年度から、「船橋市立金杉台中学校・御滝中

学校統合準備会」を設置し、準備を開始しています。本号では、統合準備会の会議とは別に、教

育委員会が主催しました保護者説明会について報告いたします。 
 

金杉台中学校の統合までの間の入学に関する 

保護者説明会を開催しました 

１０月４日（日）、金杉台小学校の体育館にて午前、午後の２回開催しました。 

この説明会は、令和５年４月の統合までの間に金杉台中学校へ進学することとなる現在

の小学５・６年生の児童・保護者の皆様を対象として、７月に実施した進学先アンケートをふ

まえ決定した「統合までの間の入学等対応策」をご説明したほか、同アンケートに寄せられ

た、在学中に統合となることへの不安や心配事などに対し、現時点で考えている内容を可能

な限りお答えし、これから進学する中学校を選択する際の参考としていただくことを目的に

開催いたしました。 

説明事項や質疑応答については裏面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船橋市立金杉台中学校・御滝中学校 

統合準備会たより 
第３号 令和２年１１月発行 

 
船橋市立金杉台中学校・御滝中学校 

統合準備会事務局（教育総務課） 

 

金杉台中学校・御滝中学校の校長先生から 
 

説明会では、両校の校長先生から、以下のとおり、お話がありました。不明な

点や心配なことがあれば、教育委員会と学校で連携しながら対応していきます。 
 

 
 
【金杉台中学校校長】 

 中学校の 3 年間は人生を左右すると思う

ので、生徒数の少ない環境でも、子供たち

の活動を盛り立て、どのようにしたら活躍で

きるか、努力の大切さを伝え、可能性を伸ば

せられるよう、日々実践しています。令和 3

年度、4 年度に入学する方は御滝中学校の

制服などを購入して入学してほしい。在校

生にも統合を控えていることやこれから入

学する生徒は異なる制服を着用することな

ど、繰り返し説明をして理解をさせたい。 

【御滝中学校校長】 

 よりよい統合ができるよう、準備や取組を進

めていき、校長として子供たちが安心して生

活できるあたたかい学校づくりをこれまで以

上に進めたい。子供たちにも統合を伝え、令

和 5 年度から御滝中学校と金杉台中学校の

生徒が一緒になって新たに歩んでいくという

姿勢を大切にしたい。アンケートには心配や不

安な思いが寄せられたが、現在子供たちは落

ち着いた学校生活を送っている。統合後の心

配なことに対してもしっかり対応したい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎次回の統合準備会は 12 月以降を予定しています。今後も統合準備会の開催に合わせて、この「統

合準備会たより」を発行してまいります。また、統合に向けて教育委員会からお伝えしたい情報な

ど、この「統合準備会たより」を活用して皆様にお知らせしてまいります。 

◎統合準備会や統合に関するこれまでの経過は市ホームページにまとめています。 

「金杉台中学校に関する学校規模・学校配置の適正化の検討状況」⇒⇒⇒ 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kodomo/keikaku/002/p065270.html 

 ＜統合準備会事務局＞ 船橋市教育委員会 管理部 教育総務課 企画係 

電話：047-436-2802 ※土日祝日を除く９時から１７時まで 

 FAX：047-436-2808、メール：kyosomu@city.funabashi.lg.jp 

 

～説明事項～ 
 

①「統合までの間の入学等対応策」 
   ⇒入学の基本ルールを定めています。 
 

②「進学先に関するアンケート集計結果」 
   ⇒アンケートで寄せられた疑問、統合に向けての不安などに対応します。 
 

③「令和３年度中学校入学までの今後の流れ」 
   ⇒入学に向けた日程や今後の手続きなど。 
 

 

～主な質疑応答～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※説明会の資料や会議録、当日いただいた質問と回答は、 

ホームページに掲載しております。 こちらからご覧ください。➤ ➤ 

 

★説明会に参加できなかったが詳しい説明が聞きたい方、資料を見てご意見等のある方

は、下記の教育総務課までお問合せください。 

コロナの感染リスクを下げるため、少人数であ
る金杉台中学校の統合を凍結すべきでは？ 

コロナなど様々な理由で、金杉台中
学校が存続することはありますか？ 

これから学校とともに具体的な検討をし
ていく予定です。 

両校にある部活動が同じでも、やり
方が違うところはどうなりますか？ 

卒業アルバムで、金杉台中学校に在
籍中の写真はどう扱われますか？ 

今後両校の顧問で調整してい
くことになります。 

国の少人数学級の動向は注視しますが、
統合の凍結は考えていません。現時点で
令和５年４月統合の方針は変わりません。 


